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①
多
く
の
企
業
ブ
ü
ス
が
出
展
さ
れ
た
勤
労
者
体
育
館
　
②
木

材
を
使
用
し
た
ワ
ü
ク
シ
ç
Ã
プ
　
③
物
販
ブ
ü
ス
の
よ
う
す

④
賑
わ
う
屋
外
ブ
ü
ス
　
⑤
企
業
の
製
品
を
体
験
す
る
来
場
者

⑥
マ
イ
ク
ロ
ド
ロ
ü
ン
の
操
縦
体
験
　
⑦
は
た
ら
く
く
る
ま
も

大
人
気
　
⑧
工
夫
を
凝
ら
し
た
展
示
物
で
遊
ぶ
子
ど
も
　
⑨

﹁
オ
リ
ジ
ナ
ル
芳
香
剤
﹂
づ
く
り
の
よ
う
す

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
 
国
連
サ
ミ
Ã
ト
で
採
択
さ
れ
た
 
持
続
可

能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
１７
の
ゴ
ü
ル
・
１
６
９
の

タ
ü
ゲ
Ã
ト
か
ら
構
成
さ
れ
る
国
際
目
標
の
こ
と
で
す
 

﹁
見
て
 
触
c
て
 
体
験
し
よ
う
﹂
を
ス
ロ
ü
ガ
ン
に
 
今
年
も

勝
央
工
業
団
地
オ
ü
プ
ン
フ
¡
ク
ト
リ
ü
が
１０
月
２６
日
 
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ü
及
び
そ
の
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

こ
れ
は
 
役
場
と
委
託
を
受
け
た
︵
株
︶
勝
央
体
験
フ
¡
ク
ト
リ
ü

が
 
工
業
団
地
を
地
元
の
住
民
に
知
c
て
も
ら
う
機
会
を
創
出
し
よ

う
と
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
 

４
回
目
と
な
る
今
年
は
 
持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
に

国
連
が
提
唱
し
て
い
る
﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
︵
※
︶﹂
の
浸
透
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
４
つ
の
テ
ü
マ
を
設
定
 
出
展
企
業
等
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
を
紹
介
し
て
も
ら
い
 
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
み
を
行
い
ま
し
た
 

会
場
で
は
 
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
や
各
学
校
・
団
体
が
ブ
ü
ス
を
設

置
 
企
業
紹
介
の
他
 
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
グ
ル
メ
の
販
売
な
ど
で

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
c
て
い
ま
し
た
 
ま
た
 
ト
ラ
Ã
ク
の
荷

台
を
利
用
し
た
ス
テ
ü
ジ
で
は
チ
ã
ü
ミ
ン
グ
ハ
ü
ト
に
よ
る
ダ
ン

ス
の
他
 
美
作
高
校
な
ぎ
な
た
部
に
よ
る
演
武
な
ど
も
実
演
さ
れ
ま

し
た
 

さ
ら
に
同
時
開
催
と
し
て
 
み
ま
さ
か
商
工
会
青
年
部
が
主
催
し

て
﹁
は
た
ら
く
く
る
ま
﹂
の
展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
 

主
催
者
の
本
行
さ
ん
︵︵
株
︶
勝
央
体
験
フ
¡
ク
ト
リ
ü
代
表
取
締

役
︶
は
 ﹁
企
業
側
の
積
極
的
な
協
力
も
あ
り
 
勝
央
工
業
団
地
が

地
域
に
広
く
周
知
さ
れ
て
き
た
 
地
域
住
民
と
工
業
団
地
と
の
つ
な

が
り
を
さ
ら
に
太
く
し
て
い
け
れ
ば
﹂
と
話
し
て
い
ま
し
た
 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
は
約
５，

０
０
０
人
で
し
た
 

︵
主
催
者
発
表
︶

勝央工業団地
オープンファクトリー2019

勝央工業団地
オープンファクトリー2019

勝央工業団地
オープンファクトリー2019
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③

⑦ ⑧ ⑨

⑥

① ②

④ ⑤

地
域
の
支
え
合
い
こ
そ
最
大
の
備
え

豪雨災害想定し、防災訓練
自主防災組織　要支援者の安否確認

「
本
番
」に
備
え
る

１１
月
１０
日
 
町
内
一
斉
に
総
合
防
災

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
 
今
回
の
訓

練
は
 
秋
雨
前
線
の
停
滞
に
よ
り
 
記

録
的
豪
雨
が
予
想
さ
れ
 
町
内
全
域
に

﹁
警
戒
レ
ベ
ル
３
﹂︵
避
難
開
始
・
高
齢

者
等
避
難
行
動
開
始
︶
が
発
令
さ
れ
た

と
の
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
 

ま
ず
 
町
の
防
災
行
政
無
線
に
よ
り

警
戒
レ
ベ
ル
３
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
が

町
内
に
放
送
さ
れ
ま
し
た
 
続
い
て
 

地
域
の
各
自
主
防
災
組
織
が
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
を
利
用
し
 
要
支
援
者

の
安
否
確
認
を
実
施
 
必
要
に
応
じ
て
 

避
難
所
へ
の
誘
導
や
避
難
行
動
を
実
践

し
ま
し
た
 

課
題
、明
確
に

各
地
域
で
は
 
そ
の
地
域
に
住
む
高

齢
者
や
避
難
時
に
支
援
が
必
要
な
人
に

対
し
 
い
か
に
早
く
情
報
を
伝
え
 
素

早
く
安
否
確
認
が
で
き
る
の
か
が
課
題

で
す
 

訓
練
後
に
行
わ
れ
た
地
区
の
反
省
会

で
は
﹁
安
否
確
認
の
手
順
な
ど
は
確
認

で
き
た
が
 
課
題
も
あ
c
た
 
今
後
の

改
善
点
と
し
た
い
﹂
と
い
c
た
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
 

ま
た
 
訓
練
で
は
役
場
職
員
に
よ
る

緊
急
配
備
も
敷
か
れ
ま
し
た
 

各
担
当
に
分
か
れ
た
職
員
は
 
避
難

所
へ
の
物
資
の
供
給
や
避
難
所
の
運
営

手
順
な
ど
を
念
入
り
に
確
認
し
て
い
ま

し
た
 

さ
ら
に
 
第
２
部
と
し
て
午
後
か
ら

行
わ
れ
た
訓
練
で
は
 
消
防
団
に
よ
る

水
出
し
操
法
訓
練
の
他
 
津
山
圏
域
消

防
組
合
に
よ
る
は
し
ご
車
を
使
用
し
た

救
助
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
 
現
場
さ

な
が
ら
の
訓
練
に
あ
た
り
は
緊
張
感
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
 

自
助
、共
助

大
規
模
な
災
害
発
生
時
に
は
 
消

防
・
警
察
な
ど
の
﹁
公
助
﹂
が
十
分
に

行
き
届
か
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
 
そ
こ
で
は
 ﹁
自
分
の
身
は
 
自

分
で
守
る
﹂
と
い
う
﹃
自
助
﹄
や
 
自

主
防
災
組
織
及
び
地
域
住
民
同
士
に
よ

る
協
力
﹃
共
助
﹄
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
 

普
段
の
生
活
か
ら
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

意
識
し
 
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
る
準

備
が
必
要
で
す
 

町
で
は
 
こ
の
訓
練
を
通
し
て
得
ら

れ
た
課
題
や
改
善
点
な
ど
を
今
後
の
防

災
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
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１０
月
２８
日
 
勝
央
中
学
校
の
３
年
生
が

社
会
科
の
事
業
の
一
環
で
 
一
日
議
員
と

な
c
て
町
制
に
提
言
す
る
﹁
模
擬
議
会
﹂

と
選
挙
に
つ
い
て
学
ぶ
﹁
模
擬
投
票
﹂
を

行
い
ま
し
た
 

◆
模
擬
議
会

中
学
生
が
各
分
野
で
提
言
し
 
町
に
対

す
る
熱
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
 
提

言
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
 

︻
エ
ネ
ル
ギ
ü
問
題
と
商
店
の
活
性
化
︼

・
工
業
団
地
に
立
地
す
る
工
場
の
屋
上
に

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る

・
シ
ç
Ã
ピ
ン
グ
モ
ü
ル
や
町
産
の
ス

イ
ü
ツ
を
扱
う
カ
フ
§
の
誘
致

・
工
業
団
地
を
紹
介
す
る
サ
イ
ト
の
開
設

︻
町
の
観
光
ア
ピ
ü
ル
に
つ
い
て
︼

・
フ
¡
ü
マ
ü
ズ
マ
ü
ケ
Ã
ト
内
に
車
で

の
乗
入
が
可
能
な
﹁
オ
ü
ト
キ
ã
ン
プ

場
﹂
の
開
設

・
空
き
家
を
古
民
家
風
の
宿
泊
地
に

・
近
隣
自
治
体
と
連
携
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
を

実
施

︻
勝
央
中
学
校
を
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
︼

・
敷
地
を
活
用
し
て
文
化
祭
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
き
 
町
と
中
学
校
の
Ｐ
Ｒ

を
行
う

・
イ
ベ
ン
ト
で
は
生
徒
に
よ
る
屋
台
や
校

内
の
施
設
を
使
c
た
ア
ク
テ
£
ビ
テ
£

施
設
 
体
育
館
で
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ü

ジ
シ
ç
ü
を
行
う

ま
た
今
回
も
 
実
際
に
議
会
を
進
め
る

勝
央
町
議
会
議
員
の
末
菅
議
長
と
石
浦
副

議
長
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
 

模
擬
議
会
前
に
末
菅
議
長
か
ら
は
挨
拶

が
 
石
浦
副
議
長
か
ら
は
議
員
の
役
割

︵
議
員
定
数
 
定
例
議
会
の
時
期
 
活
動

内
容
な
ど
︶
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
 

生
徒
た
ち
は
町
政
を
チ
§
Ã
ク
す
る
議
員

の
役
割
や
活
動
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
 

◆
模
擬
投
票

生
徒
た
ち
は
ま
ず
投
票
に
つ
い
て

説
明
を
聞
い
た
後
 
町
が
抱
え
る
課

題
を
基
に
 
①
育
児
支
援
 
②
福
祉

医
療
 
③
産
業
振
興
の
公
約
を
掲
げ

た
３
候
補
か
ら
１
人
選
ぶ
投
票
を
体

験
し
ま
し
た
 
投
票
後
は
公
民
館
大

ホ
ü
ル
で
行
わ
れ
た
開
票
作
業
に
も

立
ち
会
い
 
最
後
に
実
際
の
開
票
数

を
発
表
す
る
な
ど
本
番
さ
な
が
ら
の

雰
囲
気
で
行
わ
れ
ま
し
た

現
在
は
 
１８
歳
か
ら
選
挙
で
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
 
生
徒
た
ち
は
近

い
将
来
投
票
権
を
得
る
こ
と
と
な
り

ま
す
 

今
回
の
模
擬
投
票
は
 
生
徒
た
ち

に
と
c
て
政
治
や
選
挙
に
つ
い
て
関

心
を
持
つ
機
会
と
な
り
ま
し
た
 

町の未来を考える
－勝央中学校模擬議会、模擬投票体験－

１１月１３日から１５日までの３日間、勝央中学校２年生による職場体験が町内の

４０の事業所等で行われました。社会のルールやマナーを学び、仕事の楽しさ、

大変さを身をもって体験できたのではないでしょうか。

勝央町役場総務部には、坂元杏海さんと中畝華歩さんが訪れ、広報業務を中

心に体験しました。本欄の記事や写真は２人が作成したものです。

電　話
・取材の依頼をします。緊

張しましたが、うまくア
ポ取りができました。

中
学
生
職
場
体
験

◆◇職場体験の現場にお邪魔しました!! ◇◆

体験を終えて

広報紙作成

ブーランジェリーミーツ

自
分
に
と
っ
て

仕
事
と
は
？


写真撮影・インタビュー
・掲載記事のレイアウトな

どを考えながら行いまし
た。

編　集
・分かりやすさ、読みやす

さに気を付けます。

パンの販売をしているブーランジェ

リーミーツでは２名の生徒が、お菓子

を包装する袋に賞味期限のスタンプを

押したり、袋詰めをしたりする体験を

していました。２人とも、真剣な表情

で作業に取り組んでいました。

２人は「手を切らないように気を付

けた」とか

「明日のパン

作りが楽し

み」と話して

いました。



放送内容の決定
・どんな内容を放送するの

かまとめます。


発声練習
・早口言葉や腹式呼吸での

発声練習をしました。

録　音
・読むスピード、音のつな

がりなどに注意して発音
します。



放送業務

高取保育園

高取保育園では、５名の生徒が園児と楽し

く触れ合っていました。この日は朝から青空

が広がる中、中学生は園児たちと一緒にか

けっこや砂遊びをしていました。大はしゃぎ

の園児たちに中学生は、保育士という仕事の

難しさを感じつつ、楽しそうに遊んでいまし

た。生徒は「みんなで遊んだのが一番楽し

かった」「園児

が笑ってくれた

ときにやりがい

を感じた」など

と話していまし

た。

社会福祉協議会

社会福祉協議会では、２名の生徒が、

ファミリー・サポートセンターの活動を体

験していました。この日は、畑田地区のコ

ミュニティハウスで網戸はりや障子はりを

手伝っていました。ファミサポ会員と地区

の方と協力して作業を行っていました。

参加した生徒は「作業をていねいにする

のが難しかっ

たけど、みん

な優しくして

く れ て 楽 し

かった」と話

していました。

中畝さん

３日間の体験を通して、「大きな声で

あいさつすること」「笑顔を大切にする

こと」「コミュニケーションをたくさん

取ること」を学びました。この体験を

きっかけに、ここで学んだことを将来に

生かしていきたいと思います。

坂元さん

働くためにはチームワークが大切だと

分かりました。放送の原稿は確認をして

もらったり、分からないことがあれば聞

いたりして、１つの業務が成り立ってい

ます。チームワークは中学校でも必要な

ので、これからの生活にも役立たせたい

です。

高取保育園にて
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１１月１４日、秋の火災予防週間に合わせた一日消防

長のイベントが行われ、植月保育園ひまわり組の園

児が歌や踊りを披露しました。

津山圏域消防組合消防本部で行われたイベントに

は２１名の園児が参加、一日消防長の平田茉穂さん

（津山市）や消防職員を前に、はっぴ姿や旗を持っ

ての歌や踊りで会場を盛り上げました。

強風の中でしたが、園児たちは日頃から取り組ん

できた成果を見事に発揮。歓声と大きな拍手が送ら

れていました。

この日は災害を想定した訓練も行われ、消防職員

による機敏な活動に園児たちは食い入るように見

入っていました。

上手に踊れたよ

一日消防長行事に出演

岡山県内において、読書の推進や普及に尽力した人

や団体に送られる「岡山県読書推進表彰」の表彰式が、

１０月２７日、勝央図書館で行われました。

これは、岡山県読書推進運動協議会が、１０年以上に

わたり活動を継続している個人や団体の中から受賞者

を選出するもので、今年は町内から１個人、２団体が

選ばれました。

受賞団体のうち「ブラックシアターきらら」の代表

者、間庭貴和子さんは「今年で発足して２０年。節目の

年に大変うれしい。今後も活動を継続させたい」と話

していました。

受賞者は次のとおりです

（個人）「紙芝居おじさん」佐古　導郎さん　

（団体）子育てほのぼの、ブラックシアターきらら

読書の楽しさをみんなに

岡山県読書推進表彰

１１月３日、豊久田下地区の八幡神社周辺を会場に

豊久田下ふれあい祭りが開催されました。

これは、昨年まで「案山子祭」として開催してい

た祭りを地域の収穫祭と合わせて初めて行うもの

で、町内外から多くの人が来場しました。

祭りでは、世相を反映したユニークなものなど個

性豊かな案山子が多く立ち並び、来場者たちを楽し

ませていました。

また、稲刈りや作州黒枝豆の収穫体験の他、ジャ

ンボカボチャの重さを当てるクイズや地元有志によ

る出店などもあり、訪れた家族連れなどは、体全身

で秋を感じられたようでした。

区長の佐々木さんは「この祭りは案山子祭りから

換算して８回目となり、地域に根付いてきた。これ

からも継続していきたい」と話していました。

工夫あふれる案山子がずらり

豊久田下ふれあい祭り

▲元気よく踊りを披露する園児たち

▼ユニークな案山子たち

▲表彰を受けた皆さんと中島　章教育長（勝央図書館長）

勝間田高校の３年福本麻絢さんと２年井上穂乃果さ

んが１０月２６日、新潟市で開かれた「第１８回全国高校

生フラワーアレンジメントコンテスト」に岡山県代表

として出場し、勝央町出身の福本さんが見事第一位と

なる金賞を獲得しました。

２人は今年６月に行われた県大会において全国大会

への出場を決めて以来、校内外での練習に取り組んで

きました。

全国大会直前には勝央町役場を訪れ、大会で発表す

る作品制作の実演も行っていました。

全国大会では、事前に決められたテーマと花材を使

用し１時間以内で作品を制作。ユリやカーネーション、

ミツマタの枝などをバランス良く配置した作品が出来

上がりました。

１０月３１日には結果報告のため、役場を訪問。全国大

会での活躍を報告しました。

福本さんは「全国で自分の作品が認められて嬉しい。

フローリストになるという夢に向けて今後も練習に励

みたい」と話していました。

祝!金賞（文部科学大臣賞）受賞!!
全国高校フラワーアレンジメントコンテスト

▲全国大会での作品と福本さん

▼役場での実演を終えた福本さん（左）と井上さん（右）

▼展示のようす（公民館）

１１月３日、４日の２日間にわたり、勝央町文化協会

と勝央町教育委員会の主催により、勝央町文化祭と生

涯学習フェスティバルが開催されました。

文化祭は今年で５０回目の節目の年を迎えました。

開会式では、土井満惠文化協会会長が「令和時代の

始まりに節目の年が重なり感慨深い。半世紀にわたり

続けてこられたのは先人たちあってのこと。次の１００

年に向け、次世代へと引き継いでいきたい」と挨拶。

催しは公民館や文化ホールなどを会場に、展示の部

と芸能の部に分かれて開催。このうち、公民館には木

彫り作品や手芸品、歴史資料などが並びました。

また芸能の部では、特別ゲストとして静岡県小山町

の民踊愛好会や和太鼓組　駿河乃国　鼓太郎が出演。

各団体とともに日頃の練習の成果を発表し、会場を盛

り上げていました。また、勝間田高校も出演やテント

出店、ボランティア等で盛り上げました。

開会式では、令和元年度勝央町文化協会功労賞の表

彰も行われました。受賞者をご紹介します。（敬称略）

【文化協会功労賞】

椋井　富士代（勝央音頭保存会）

幡　惠子（勝央音頭保存会）

※川柳ＢＯＸ優秀作品は「勝央文化会報（３月発行）」

に掲載します。

半世紀の歴史 次世代へ

第50回勝央町文化祭　第13回生涯学習フェスティバル

▲５０回を記念したテープカット
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町内の各保育園で１１月、突然の不審者の来園に備

え、子どもたちに避難時の行動を教えたり、職員の

動きなどを確認するための不審者対応訓練が行われ

ました。

このうち、古吉野保育園では不審者役に扮した美

作警察署の職員が偽の刃物を持って来園。職員は連

携して園児を屋内に退避させるとともに、警察署に

通報していました。

訓練後には警察官から園児に向けた講話もあり、

「いかのおすし（行かない、乗らない、大声を出す、

すぐ逃げる、知らせる）を忘れないで」などと呼び

かけていました。

同様の訓練は毎年、年に１回行われています。

忘れない「いかのおすし」

各園で不審者対応訓練

県町村議会議長会の創立７０周年記念式典が１１月８

日、岡山市内のホテルであり、特別功労者として岡

本良市元勝央町議会議長が表彰されました。

県内の町村議会の議員や議会事務局の職員が出席

して開かれた式には、約１５０人が出席。議員として

３０年以上在職し功労があった人に贈られる永年功

労者と、当会歴代会長に贈られる特別功労者の表彰

式が併せて行われました。

第４１代会長を務め表彰を受けられた岡本さんは

「大変光栄なこと。これからも本会が各町村の発展

に寄与していってくれれば」と話していました。

町の発展に尽力

県町村議会議長会70周年式典で表彰

▲訓練にのぞむ職員たち

▼表彰状を受けとる岡本さん

不動産賃貸
業、売電事
業

外構工事（門扉、塀、緑化施設、側溝など）、ネット、フェンス、受変電設備、広
告塔、看板、箱文字看板、壁面文字、浄化槽・管理設備、駐車場舗装、外灯、エ
アコン、屋外の給排水設備、舗装路面、太陽光発電設備一式（屋根材一体型を除く）

製造業、倉
庫業、卸売
業

外構工事（門扉、塀、緑化施設、側溝など）、受変電設備、自家発電設備、広告塔、
各種製造設備、旋盤、ボール盤、梱包機、工場等の幹線動力設備、機械の給排水
設備　など

建設業、工
事請負業

ブルドーザ、パワーショベル、大型特殊自動車、発電機、ランマ、タンパ、ロードロー
ラ、パソコン、コピー機、看板、舗装路面、応接セット　など

店舗・小売
販売業、飲
食業

受変電設備、広告塔、看板、箱文字看板、壁面文字、駐車場舗装・設備、エアコン、
陳列棚、カウンター、机、いす、厨房設備、冷凍冷蔵庫、カラオケ機器、レジスター
　など

理・美容業、
医（歯科）
業、クリー
ニング業

受変電設備、広告塔、看板、箱文字看板、壁面文字、サインポール、浄化槽・管理設備、
駐車場舗装、理美容いす、エアコン、医療機器（レントゲン装置、手術機器、歯
科診療ユニット、ファイバースコープ等）、ガス（麻酔）設備、洗濯機、乾燥機、
プレス機、ボイラー、ビニール梱包機　など

ガソリンス
タンド、自
動車修理業

受変電設備、広告塔、看板、箱文字看板、壁面文字、浄化槽・管理設備、地下タンク・
設備、防火壁、舗装路面、独立キャノピー、洗車機、ガソリン計量器、防犯装置、
コンプレッサー、旋盤、プレス、測定工具、検査工具　など

農業、酪農
業

ビニールハウス、動力草刈機、育苗機、バインダー、穀物乾燥機、動力除草機、
防除機（散布機、ミスト等）、籾摺機、精米機、パックヘルパー、ライスグレーダー、
播種機、モートル、冷蔵倉庫、歩行用トラクター、歩行用田植機、管理機、溝堀機、
キャリア、ボイラー、搾乳機、自動給餌機、パソコン、保冷庫　など
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太陽光発電設備など（再生可能エネルギー発電設備）について

固定資産税は、毎年１月１日（賦課期日）に土地・家屋・償却資産（事業用資産）を所有している人に課税さ

れます。

令和元年（２０１９年）中に家屋の新築・増築をした人は、勝央町役場税務住民部までご連絡ください。後日、職

員が家屋の評価（調査）のため、お伺いさせていただきます。

また、令和元年（２０１９年）中に家屋の滅失（取りこわし）をした場合は、「家屋滅失届出書」をご提出ください。

現地確認を行い、家屋の滅失として処理をし、次年度より課税されなくなります。

家屋を「新築」「増築」「滅失」したら
■問 税務住民部　☎38-3114

家屋の屋根などに１０ｋＷ以上の太陽光パネルを設置して、発電量の全量または余剰を売電する場合には、設置

した太陽光パネルなどの設備は固定資産税（家屋または償却資産）の対象となります。償却資産に該当する場合

は、申告が必要です。所有する太陽光発電設備が固定資産税（償却資産）に該当するかの判断が困難な場合や申

告方法などについてご不明な点がある場合は、勝央町役場税務住民部までお問い合わせください。

おかやまファーマーズ・マーケットから町道曽田線交差点まで

のふるさと農道が法面工事のため終日全面通行止めとなります。ご

利用の皆さまにはご不便、ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協

力をお願いいたします。

全面通行止期間

令和元年１２月２日〜令和２年２月２８日

問い合わせ先

美作県民局勝英地域事務所勝英地域農地農村整備室

☎０８６８ー７３ー４０５７

勝央町役場産業建設部

☎３８−３１１３

ふるさと農道法面工事に係る
全面通行止めのお知らせ



今月満１歳になるお子さんです。

（誕生日順）笑 顔

今
月
満
１
歳
に
な
る
お
子
さ
ん
で
す
。

笑

顔

※1月で満1歳になる、お子さんの写真を募集しています。

　写真と40字以内のメッセージを添えて12月3日㈫までに勝央町役場総務部へ

　送付してください。なお、勝央町に住民登録をしている人に限ります。

お
誕
生
日

　

お
め
で
と
う
♪
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（敬称略）
（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）
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権
大

会
美
作
予
選
（
１０
／
２２
奈
義

多
目
的
グ
ラ
ン
ド
）

︻
Ａ
ブ
ロ
Ã
ク
︼

優
　
勝
　
勝
央
ボ
ü
イ
ズ

◇
令
和
元
年
岡
山
県
ル
ー
キ
ー

野
球
選
手
権
大
会
美
作
地
区

予
選
（
３
年
生
以
下
）
（
１０
／

２７
美
作
北
小
学
校
）

︻
単
独
の
部
︼

優
　
勝
　
勝
央
ボ
ü
イ
ズ

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

◇
勝
間
田
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
交
流
大
会
（
１１
／
３

勝
央
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
）

優
　
勝
　
勝
間
田
ミ
ニ
バ
ス
ケ
Ã
ト

ボ
ü
ル
少
年
団

◇
第
４６
回
中
国
な
ぎ
な
た
選
手

権
大
会
（
１１
／
３
岡
山
県
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
体
育
館
）

︻
演
技
競
技
︼

︵
高
等
学
校
の
部
︶

準
優
勝
　
龍
門
　
志
歩

青
井
　
千
莉

３
　
位
　
安
藤
　
鈴
華

青
北
　
一
葉

︻
試
合
競
技
︼

︵
小
学
校
低
学
年
の
部
︶

準
優
勝
　
治
郎
丸
美
聡

︵
中
学
校
男
子
の
部
︶

準
優
勝
　
森
永
　
　
響

︵
高
等
学
校
の
部
︶

優
　
勝
　
青
井
　
千
莉

個人情報保護のため、

ホームページ上では掲載しておりません。

個人情報保護のため、

ホームページ上では掲載しておりません。
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農
振
農
用
地
区
域
︵
土
地
改
良
事

業
施
工
地
な
ど
農
業
の
振
興
を
図
る

区
域
︶
に
住
宅
な
ど
を
建
設
す
る
場

合
は
 
事
前
に
農
振
農
用
地
区
域
か

ら
除
外
し
 
転
用
す
る
こ
と
が
必
要

で
 
除
外
申
請
は
６
月
と
１２
月
に
受

け
付
け
て
い
ま
す
 

１２
月
の
農
振
除
外
申
請
の
受
け
付

け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
 

な
お
 
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す

る
場
合
は
 
除
外
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
 

ま
た
 
事
前
相
談
は
随
時
受
け
付

け
ま
す
の
で
 
勝
央
町
役
場
産
業
建

設
部
に
連
絡
の
う
え
 
申
請
前
に
あ

ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
 

▼
受
付
期
間
　
　

１２
月
２
日
︵
月
︶
 
２７
日
︵
金
︶

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
産
業
建
設
部

☎
３８
ü
３
１
１
２

農
地
転
用
を
す
る
と
き
は

農
振
除
外
申
請
を

皆
さ
ん
の
お
宅
に
は
 
住
宅
用
火

災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

か
 県

内
で
は
 
毎
年
２
０
０
件
前
後

の
住
宅
火
災
が
発
生
し
て
お
り
 
３０

人
前
後
の
人
が
亡
く
な
c
て
い
ま

す
 
犠
牲
に
な
c
た
人
の
中
に
は
 

逃
げ
遅
れ
た
人
や
高
齢
の
人
が
多
く

い
ま
す
 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
 
い
ち
早

く
火
災
を
知
ら
せ
て
く
れ
 
特
に
火

災
に
気
付
き
に
く
い
就
寝
時
間
帯
に

は
 
逃
げ
遅
れ
を
防
い
で
皆
さ
ん
の

命
を
守
る
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
 
全
て
の

寝
室
と
 
寝
室
が
２
階
以
上
に
あ
る

場
合
は
階
段
へ
の
設
置
も
必
要
で

す
 
必
要
な
場
所
へ
の
設
置
を
お
願

い
し
ま
す
 

ま
た
 
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る

場
合
は
 
１０
年
を
目
安
に
取
り
換
え

ま
し
�
う
 
取
り
換
え
の
際
に
は
 

よ
り
早
く
火
災
を
知
ら
せ
て
く
れ
る

連
動
型
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

を
お
勧
め
し
ま
す
 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
 

適
切
な
維
持
管
理
を
行
c
て
大
切
な

家
族
の
命
を
守
り
ま
し
�
う
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
消
防
保
安
課

☎
０
８
６
ü
２
２
６
ü
７
２
９
５

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
と

適
正
な
維
持
管
理
に
つ
い
て

津
山
圏
域
︵
津
山
市
・
鏡
野
町
・

勝
央
町
・
奈
義
町
・
久
米
南
町
・
美

咲
町
︶
に
お
勤
め
し
て
い
る
若
者
の

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
 
焚
き
火
を

囲
み
な
が
ら
 
持
ち
寄
c
た
料
理
を

い
た
だ
き
 
冬
の
阿
波
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
�
う
 

▼
日
　
時

２
月
１
日
︵
土
︶

１３
時
 
１７
時

▼
場
　
所

阿
波
森
林
公
園

▼
対
　
象

２０
 
４０
代
の
独
身
男
女
︵
津
山
圏

域
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
︶

▼
定
　
員

男
女
各
１５
人
︵
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
︶

▼
参
加
費

１，

０
０
０
円

▼
締
め
切
り

１
月
２０
日
︵
月
︶

※
申
込
方
法
な
ど
 
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

津
山
市
仕
事
・
移
住
支
援
室

☎
２４
ü
３
６
３
３

▼
開
園
時
間

午
前
８
時
 
午
後
５
時

︵
入
園
は
午
後
４
時
４５
分
ま
で
︶

▼
入
園
料

大
　
人
　
　
　
４
１
０
円

６５
歳
以
上
　
　
１
４
０
円

高
校
生
以
下
　
無
料

※
元
日
は
終
日
 
入
園
料
無
料
 

※
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
間
は
ホ
ü
ム

ペ
ü
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
後
楽
園

☎
０
８
６
ü
２
７
２
ü
１
１
４
８

焚
き
火
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｙ

in
あ
ば

「NHK海外たすけあい」キャンペーン
寄付金募集

日本赤十字社は、ＮＨＫ及び厚生文化事業

団との共催により、世界各地の紛争や自然災

害に苦しむ人々を救う事業に役立てるため、

寄付金募金キャンペーンを実施しています。

募金箱は勝央町総合保健福祉センター　ほ

か、下記の窓口に設置しています。

皆さまのあたたかいご協力をよろしくお願

いします。

募集期間

１２月１日（日）〜２５日（水）

募金窓口

勝央町総合保健福祉センター

中国銀行　勝間田支店

勝央郵便局

勝英農協　勝央支店

問い合わせ先

勝央町役場健康福祉部　☎３８−７１０２

お
知
ら
せ

お知らせのページ

役場への電話・メール
総　務　部（☎３８−３１１１）

soumu
@town.shoo.okayama.jp

産業建設部
農業・林業・農業委員会

（☎３８−３１１２）
sangyou

@town.shoo.okayama.jp

土木・都市計画
（☎３８−３１１３）

kensetsu
@town.shoo.okayama.jp

税務住民部
税　務（☎３８−３１１４）
zeimu

@town.shoo.okayama.jp

国　　 保（☎３８−３１１５）
iryou

@town.shoo.okayama.jp
戸籍・年金（☎３８−３１１６）
choumin

@town.shoo.okayama.jp

健康福祉部（☎３８−７１０２）
福　祉
fukushi

@town.shoo.okayama.jp

保健・環境
kankyouhoken

@town.shoo.okayama.jp

上下水道部（☎３８−３１１７）
上　水
suidou

@town.shoo.okayama.jp

下　水
gesuidou

@town.shoo.okayama.jp

出　納　室（☎３８−１７５１）
suitou

@town.shoo.okayama.jp

教育委員会 教育振興部
学校教育（☎３８−１７５２）
gakuji

@town.shoo.okayama.jp

社会教育（☎３８−１７５３）
syakaikyouiku

@town.shoo.okayama.jp

議会事務局（☎３８−１７５４）
gikai@town.shoo.okayama.jp

︻
共
通
事
項
︼

▼
受
講
料

無
料
︵
教
材
費
な
ど
は
別
途
必
要
︶

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校

☎
２６
ü
１
１
２
５

募
集

放
送
大
学
で
は
 
４
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
 
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・

自
然
科
学
な
ど
 
約
３
０
０
の
幅
広

い
授
業
科
目
が
あ
り
 
１
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
 

▼
出
願
期
間

第
１
回
は
２
月
２９
日
ま
で
 
第
２

回
は
３
月
１７
日
ま
で
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ü

☎
０
８
６
ü
２
５
４
ü
９
２
４
０

放
送
大
学
入
学
生

募
　
集

岡
山
県
育
英
会
で
は
 
東
京
寮
へ

の
新
入
寮
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
 

▼
応
募
資
格
　

岡
山
県
内
に
居
住
す
る
男
子
学
生

で
 
令
和
２
年
４
月
に
東
京
都
及

び
そ
の
周
辺
に
所
在
す
る
大
学

︵
夜
間
部
を
含
む
︶
の
第
１
年
次
生

と
し
て
入
学
︵
ま
た
は
入
学
志
望
︶

す
る
な
ど
の
条
件
に
該
当
す
る
人

▼
定
　
員

４０
人

▼
寮
所
在
地
　

東
京
都
港
区
高
輪
三
丁
目１４

番
２１
号

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
内

︵
公
財
︶
岡
山
県
育
英
会

☎
０
８
６
ü
２
２
６
ü
７
５
９
８

岡
山
県
育
英
会

募
　
集

︻
募
集
①
︼

▼
募
集
訓
練
科
・
定
員

パ
ソ
コ
ン
ワ
ü
ク
初
級
科
　
１５
人

▼
対
象
者

求
職
中
の
人

▼
訓
練
期
間

令
和
２
年
１
月
７
日
︵
火
︶
 

４
月
６
日
︵
月
︶

▼
訓
練
場
所
　

津
山
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ü

︵
津
山
市
勝
部
２０
ü
７
︶

▼
募
　
集

１２
月
１０
日
︵
火
︶
ま
で

▼
申
込
方
法

最
寄
り
の
ハ
ロ
ü
ワ
ü
ク
で
相
談

の
う
え
 
応
募

︻
募
集
②
︼

▼
募
集
訓
練
科
・
定
員

・
１
年
訓
練

︵
令
和
２
年
４
月
 令

和
３
年
３
月
︶

電
気
設
備
科
　
２０
人

木
造
建
築
科
　
１０
人

木
　
工
　
科
　
２０
人

・
６
カ
月
訓
練

︵
令
和
２
年
４
月
 
９
月
︶

エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
　
１０
人

ケ
ア
サ
ü
ビ
ス
科
　
２０
人

▼
募
集
期
限

令
和
２
年
１
月
６
日
︵
月
︶

▼
申
込
方
法

希
望
訓
練
科
に
よ
c
て
異
な
り
ま

す
の
で
 
北
部
高
等
技
術
専
門
校

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
 

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

ごみ収集のお知らせ
１２月３０日（月）〜１月３日（金）は、ごみ収集をお休みします。振

替収集はありませんのでご注意ください。

なお、津山圏域クリーンセンターのごみの持ち込みは、１２月３１日

（火）まで受け付けます。（有料）１月１日（水）〜３日（金）は休業と

なります。

問い合わせ先

勝央町役場健康福祉部　３８−７１０２

津山圏域クリーンセンター ☎５７−２２２１

「成人式」のお知らせ
勝央町では、令和元年の成人式を下記のとおり開催します。

日　時　１月１２日（日）１０時〜

場　所　勝央文化ホール

※式の終了後、記念撮影をし、１１時から公民館大ホールで、新

成人の懇親会を予定。

対　象　平成１１年４月２日〜平成１２年４月１日に生まれた人

※対象の皆さんには案内の往復ハガキが届いていることと思い

ますが、申込がまだの人は、返信用はがきの投函、または、

勝央町教育委員会へお申し込みください。

申込・問い合わせ先　勝央町教育委員会　☎３８−１７５３

岡
山
後
楽
園
の
お
正
月
三
が
日

は
 
恒
例
の
﹁
初
春
祭
﹂
を
開
催
し

ま
す
 

元
日
と
３
日
は
 
瑞
兆
と
し
て
江

戸
時
代
か
ら
大
切
に
飼
わ
れ
て
い
た

鶴
 ﹁
タ
ン
チ
ç
ウ
﹂
が
庭
を
優
雅

に
散
策
し
ま
す
 
国
の
特
別
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
美
し
い
タ

ン
チ
ç
ウ
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
チ
ã
ン
ス
で
す
 
元
日
は
入
園

無
料
 
園
内
で
は
琴
や
尺
八
の
演
奏

が
行
わ
れ
 
お
正
月
の
雰
囲
気
に
花

を
添
え
ま
す
 

２
日
は
祝
賀
狂
言
 
３
日
は
茶
会

と
鼓
の
演
奏
会
も
催
さ
れ
ま
す
 
ご

家
族
揃
c
て
後
楽
園
な
ら
で
は
の
お

正
月
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
 

▼
開
催
期
間

令
和
２
年
１
月
１
日
︵
水
・
祝
︶
 

３
日
︵
金
︶

後
楽
園

初
春
祭
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◆◇◆◇◆ 各種無料相談のお知らせ ◆◇◆◇◆
勝央町や近隣で開催される各種無料相談です。予約等が必要な場合もありますので、詳しくはお問い合わせく

ださい。

相談の種類
内　　　　　　容

予約問い合わせ
日　　程 時　　間 相談場所

消費者
ホットライン

「悪質商法による被害」「ある製品を使ってけがをした」などの消費者トラ
ブルに関する相談をお受けする、お近くの消費生活センターや消費生活相
談窓口をご案内します。 （局番なしの）

188

原則、毎日
（年末年始除く）

※相談窓口により
異なります

消費者庁　消費者ホットライン（電話相談）

消費生活相談
※要予約

岡山県消費生活センターの専門相談員による、消費生活全般に関する相談
税務住民部
38−3116

12/24（火）10：00〜15：00 消費相談窓口（税務住民部）

認知症相談
※要予約

専門スタッフによる、認知症に関する相談　
地域包括支援センター

38−3028
12/18（水）13：30〜16：00 勝央町総合保健福祉センター

結婚相談

結婚に関する相談「マリッジサポート」
当日は空きがあれば予約不要。結婚支援員による仲介も希望可能。
対象：20歳以上50歳未満の独身男女またはその家族 総務部

38−3111

12/8（日）13：30〜15：30 勝央町役場２階会議室

司法書士による
無料相談

登記、成年後見、多重債務、境界など法律に関する相談

岡山県司法書士会
津山支部

0868−72−4744
12/7（土）

10：00〜12：00

12/7 ：津山中央公民館（津山市大谷600）

12/14（土） 12/14：美作市民センター（美作市栄町35）

整骨院・接骨院で施術を受けた場合、国民健康保険が使える場合と使えない場合があります。

健康保険は、治療を目的としたものであり、次のように国民健康保険の対象にならない場合

もありますので、負傷の原因は正確にきちんと伝えましょう。

上記、「保険が使えない場合」の施術は保険の対象とはなりません。

◎ご注意ください

保険が使えない場合、｢国民健康保険が使える」と説明を受け整骨院・接骨院を受診されても、

その治療費は、全額自己負担する必要があります。

その場合、後日整骨院・接骨院から請求されるか、もしくは保険者である「勝央町」から請

求させていただくことになります。

皆さんやご家族の方が病気やケガのため被保険者証で診療や施術を受けた場合に、保険

者である「勝央町」から医療機関等に支払われる医療費は、皆さんが毎月納めている保険

料等によってまかなわれています。病院や整骨院・接骨院は、正しくかかりましょう。

〇負傷原因を正確に伝えましょう。

外傷性の負傷でない場合や、負傷原因が労働災害に該当する場合は国民健康保険は使えませ

ん。

また、交通事故の場合は、保険者である「勝央町」へ必ず連絡してください。

〇療養費支給申請書の負傷原因、負傷名、日数、金額をよく確認し、必ず自分で署名しましょう。

療養費支給申請書は、負傷名や日数などを確認し、署名か記名押印をしてください。

〇病院での治療との重複はできません

保険医療機関（病院、診療所など）で同じ負傷等の治療中は、施術を受けても保険等の対象

になりません。

※施術が長期にわたる場合、内科的要因も考えられますので、医師の診断を受けましょう。

〇領収書は必ずもらいましょう

領収書の無料発行が義務づけられています。

領収書は｢医療費控除｣を受ける際にも必要になりますので大切に保管してください。

＼ 国民健康保険・後期高齢者医療の人へ ／

柔道整復師（整骨院・接骨院）のかかり方
■問 税務住民部　☎38-3115

柔道整復師にかかるときは

外傷性の骨折、脱臼、打撲及び捻挫等

（いわゆる肉ばなれを含む）

（例）日常生活やスポーツ中に転んで膝を

打ったり、足首をひねったりして、

急に痛みがでたとき

※骨折、脱臼については医師の同意が必要

です。（応急処置を除く）

保険が使える場合
（例）

・単なる肩こりや筋肉疲労

・ 神経痛、リウマチ、ヘルニアなど慢性的

な病気

・脳疾患の後遺症などの慢性病

・スポーツなどの肉体疲労からの回復目的

・ 労災保険が適用となる仕事中のケガ

保険が使えない場合
11/20 12/21水 土
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放送法第６４条第２項の規定による放送受信料の免除は、それぞれの要件を満たす人と、その世帯を対象に次の

とおり実施しています。

次の要件に該当し、免除を希望する契約者（ＮＨＫと放送受信契約をしている方）は、該当の証明書と印かん

を持参して総合保健福祉センター窓口へ申請にお越しください。

○全額免除

対　象

・生活保護受給者

・中国残留邦人等の支援給付の受給者

・ハンセン病療養所の入所者及び親族

・身体障害者（身体障害者手帳を所持している人がいる世帯）

・知的障害者（療育手帳を所持している人がいる世帯）

・精神障害者（精神障害者保健福祉手帳を所持している人がいる世帯）

※身体障害者・知的障害者・精神障害者は、世帯全員が市町村民税非課税であることが要件です。

○半額免除

対　象

次に該当し、住民基本台帳で世帯主である必要があります。

・視覚・聴覚障害者（視覚・聴覚障害の身体障害者手帳を所持）

・重度の身体障害者（障害等級が１・２級の身体障害者手帳を所持）

・重度の知的障害者（重度・最重度の判定を受けた療育手帳を所持）

・重度の精神障害者（障害等級が１級の精神障害者保健福祉手帳を所持）

・重度の戦傷病者（特別項症から第１款症に相当する戦傷病者手帳を所持）

NHK放送受信料（全額・半額）免除対象者について
■問 健康福祉部　☎38-7102

同窓生の親睦と「出会い」「ふるさとへの関心」「Ｕターン」などの機会を創出するため、町内開催の同窓会の

経費の一部を助成しています。

対象となる同窓会

次のことに全て該当する事業

①町内の同一の学校などの卒業生で、学級、学年、学校単位で開催されるもの

②町内の飲食店などで開催されるもの

③１０人以上の男女混合の出席者で開催されるもので、そのうち独身者が３割以上かつ町内在住者が３割以上出席

するもの

④出席者が当該年度中に２１〜４０歳を迎えるもの

⑤出席者は町が実施するアンケート調査などに協力すること

補助金額

出席者×２，０００円（上限５０，０００円）

補助対象経費

①同窓会の案内文書の作成に係る印刷製本費

②同窓会に係る会場使用料及び食糧費

申請方法

代表者は、同窓会開催日の１４日前までに申請が必要です。

＼ 勝央町縁結び同窓会応援事業 ／

同窓会を開催しませんか？
■問 総務部元気なまち推進室　☎38-3111

特定疾患患者に激励金を支給することにより、患者の精神的経済的負担の軽減と福祉の増進を図ることを目的

として、令和元年度の申請受付を開始します。１２月１日時点で、以下①〜④のすべての条件を満たす人は、必要

なものを揃えて総合保健福祉センター窓口へ申請にお越しください。

※勝央町心身障害者等長期介護者報償金とを併せて受給することはできません。

①令和元年１２月１日以前に１年以上、勝央町内に居住している人

②次に掲げるいずれかの人

・岡山県特定疾患治療研究事業実施要項により、特定疾患治療研究事業の認定を受け、かつ治療中の人

・難病の患者に対する医療等に関する法律第７条第１項に基づく支給認定を受け、かつ治療中の人

・岡山県小児慢性特定疾病医療費支給認定実施要領により認定を受け、かつ治療中の児童等の保護者

・腎不全などより、人工透析治療を週１回以上受けている人

③前年の町民税所得割が非課税の世帯の人

④申請者及びその世帯員に、町税（使用料・徴収金を含む）の未納がない人

支給する激励金の額

年額６万円

持参していただく書類等

①印かん

②次のいずれかの証明（証）

・特定疾患医療受給者証　　・特定医療費受給者証　　・小児慢性特定疾病医療受給者証

・特定疾病療養受療証　　　・自立支援（更生）医療受給者証

③金融機関通帳（申請者名義のもの、対象者が未成年の場合は保護者名義）

受付期間

令和元年１２月２日（月）〜６日（金）まで

＼ 申請を受け付けます ／

特定疾患闘病者激励金
■問 健康福祉部　☎38-7102
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う
と
 
給
水
条
例
に
よ
り
 
給
水
停
止

や
工
事
の
や
り
直
し
 
過
料
を
課
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
 
ご
注
意
く
だ
さ
い
 

○
修
理
が
終
わ
る
ま
で
は
 
で
き
る
だ
け
メ
ü

タ
ü
ボ
Ã
ク
ス
内
の
止
水
栓
を
閉
め
て
く
だ

さ
い
 

○
水
漏
れ
の
場
所
が
分
か
る
場
合
は
 
布
や
ビ

ニ
ü
ル
テ
ü
プ
を
巻
き
つ
け
る
な
ど
の
応
急

措
置
を
し
て
く
だ
さ
い
 

口
座
振
替
は
 
皆
さ
ん
の
預
金
口
座
か
ら
水

道
料
金
を
自
動
的
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
方
法

で
 
納
入
期
限
を
忘
れ
た
り
 
支
払
い
に
行
く

手
間
が
省
け
ま
す
 

預
金
通
帳
 
預
金
印
を
持
参
の
う
え
 
次
の

金
融
機
関
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
 

・
中
国
銀
行

・
津
山
信
用
金
庫

・
勝
英
農
協

・
郵
便
局

な
お
 
奇
数
月
の
２５
日
︵
休
業
日
の
場
合
は

翌
営
業
日
︶
が
振
替
日
に
な
り
ま
す
の
で
 
通

帳
残
高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
 

勝
央
町
役
場
上
下
水
道
部

勝
央
町
小
矢
田
４５
︱
１

︵
勝
央
浄
化
セ
ン
タ
ü
内
︶


３８
︱
３
１
１
７

漏
水
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト


心
当
た
り
が
な
い
の
に
 
水

道
の
使
用
料
が
増
え
て
い
る
 


水
道
管
の
通
c
て
い
る
付
近

の
地
面
や
配
管
の
あ
る
壁
な

ど
が
湿
c
て
い
る
 


水
道
を
使
c
て
い
な
い
の
に
 

蛇
口
や
壁
に
耳
を
当
て
る
と
 

シ
å
ü
Ã
と
水
の
流
れ
る
よ

う
な
音
が
す
る
 


側
溝
な
ど
に
い
つ
も
き
れ
い

な
水
が
流
れ
て
い
る
 


水
洗
ト
イ
レ
タ
ン
ク
や
全
自

動
洗
濯
機
な
ど
の
水
道
に
つ

な
が
c
た
機
器
に
水
漏
れ
は

な
い
か
 

こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
 
気
温
が
低
い
日
が
続

き
ま
す
 
気
温
が
零
下
４
℃
以
下
に
な
る
と
 

給
水
管
や
水
道
メ
ü
タ
ü
 
蛇
口
が
凍
c
て
水

が
出
な
く
な
c
た
り
 
破
裂
す
る
事
故
が
多
く

な
り
ま
す
 

凍
結
に
備
え
て
 

予
め
保
温
材
を
巻
く

な
ど
の
保
温
措
置
を

施
し
 
水
漏
れ
の
点

検
を
こ
ま
め
に
行
う

よ
う
に
し
ま
し
�

う
 

偶
数
月
の
２０
日
か
ら
月
末
に
か
け
て
 
検
針

員
が
各
戸
に
水
道
メ
ü
タ
ü
の
検
針
に
伺
い
ま

す
の
で
 
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
 

・
メ
ü
タ
ü
ボ
Ã
ク
ス
の
上
に
も
の
を
置
か
な
い

・
メ
ü
タ
ü
ボ
Ã
ク
ス
内
は
き
れ
い
に
す
る

・
犬
は
入
口
や
メ
ü
タ
ü
ボ
Ã
ク
ス
か
ら
離
し

て
つ
な
い
で
お
く

※
検
針
し
に
く
い
位
置
に
あ
る
 
水
や
泥
が
流

れ
込
ん
で
く
る
 
建
物
内
に
あ
る
な
ど
の
場

合
に
は
 
メ
ü
タ
ü
ボ
Ã
ク
ス
の
移
設
を
お

願
い
し
ま
す
 

～水道の水漏れにご注意ください～～水道の水漏れにご注意ください～

水道の冬支度は

　お済みですか？

水道の冬支度は

　お済みですか？

水道の冬支度は

　お済みですか？

問
い
合
わ
せ
先

水
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
に
ご
協
力
を

水
道
料
金
は

口
座
振
替
で

道
路
漏
水
を

見
か
け
た
ら

水
道
管
に
冬
支
度
を

水
が
濁
る
と
き
は

漏
水
時
に
は
地
下
な
ど
埋
設
管
に
限
り
 
料

金
が
減
額
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
 
町

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
で
修
繕
さ
れ
た

後
 
施
工
前
後
の
写
真
を
添
付
し
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
 

埋
設
管
漏
水
に
よ
る

料
金
の
減
額

給
水
装
置
は
自
己
管
理

漏
水
を
見
つ
け
た

ま
た
は
疑
い
が
あ
る
と
き
は

水
道
メ
ー
タ
ー
の
見
方

漏
水
を
見
つ
け
る
に
は

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
 
水
道
管
に
も
冬
支
度
が
必
要
と
な
り
ま
す
 

水
道
の
水
漏
れ
は
資
源
の
無
駄
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
 
家
計
の
負
担
に
も

な
り
ま
す
 

皆
さ
ん
は
自
宅
の
水
道
メ
ü
タ
ü
を
チ
§
Ã
ク
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
 

こ
の
機
会
に
自
宅
の
水
道
メ
ü
タ
ü
や
水
道
管
を
点
検
し
て
み
ま
し
�
う
 


水
道
管
に
保
温
材
を
施
し
た
状
態

▲メーターボックスに
タオルをかぶせた状態



読んでみんちぇ～

岡山しょうおうチャンネル
byしょうおう志援協会

☎２０－１８１１
（ホームページアドレス　http://shoo-shien.com/）
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
佐
桑
で

す
！
１０
月
２６
日
﹃
勝
央
工
業
団
地

オ
ü
プ
ン
フ
¡
ク
ト
リ
ü
﹄
に
て

勝
央
町
の
お
土
産
品
が
新
発
売
さ

れ
ま
し
た
！
勝
央
町
の
形
を
し
た

縁
起
の
い
い
﹃
し
�
う
お
う
サ
ブ

レ
﹄
と
 
同
じ
く
縁
起
の
い
い
文

房
具
シ
リ
ü
ズ
﹃
ス
テ
ü
シ
ç
ウ

オ
ウ
ナ
リ
ü
﹄
４
商
品
の
ラ
イ
ン

ナ
Ã
プ
で
す
 

﹃
し
�
う
お
う
サ
ブ
レ
﹄
は
 

﹁
勝
間
田
高
校
　
食
品
科
学
科
﹂

有
志
の
高
校
生
さ
ん
と
﹁
ブ
ü
ラ

ン
ジ
§
リ
ü
ミ
ü
ツ
﹂
さ
ん
と
の

商
品
共
同
開
発
で
 
町
内
フ
£
ü

ル
ド
ワ
ü
ク
・
サ
ブ
レ
作
り
・
イ

ラ
ス
ト
や
ポ
Ã
プ
作
り
 
当
日
は

ブ
ü
ス
で
の
販
売
も
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
 

﹃
ス
テ
ü
シ
ç
ウ
オ
ウ
ナ
リ
ü
﹄

は
 ﹁
岡
山
県
立
大
学
﹂
デ
ザ
イ

ン
学
部
の
教
授
・
大
学
生
さ
ん
と

勝
央
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
毎
月
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
 

問い合わせ先
勝央こころざしシェアスペース

☎20-1811地域おこし協力隊活動日誌

の
商
品
共
同
開
発
で
 
総
社
市
か

ら
何
度
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
 
１
年
を
か
け
て
た
く
さ
ん
の

協
力
者
と
連
携
し
 
ボ
ü
ル
ペ

ン
・
メ
モ
・
ク
リ
ア
フ
¡
イ
ル
２

種
の
４
商
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
 

ど
ち
ら
の
商
品
も
 
商
品
企

画
・
デ
ザ
イ
ン
 
地
域
へ
の
協
力

要
請
・
商
談
な
ど
 
町
内
外
の
調

整
役
の
地
域
コ
ü
デ
£
ネ
ü
タ
ü

と
し
て
 
プ
ロ
ジ
§
ク
ト
を
サ

ポ
ü
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
 
販
売
場
所
の
確
保
や
商
品
の

安
定
供
給
な
ど
 
課
題
が
ま
だ
ま

だ
山
積
み
で
は
あ
り
ま
す
が
 
勝

央
町
に
定
着
し
 
愛
さ
れ
る
よ
う

な
特
産
品
開
発
を
引
き
続
き
行
c

て
い
き
ま
す
！

ふれあいバスでの町内一周ツアー＆意見交換会

【勝央工業団地オープンファクトリー】
１０月２６日（土）に勝央工業団地オープンファクト

リーが開催されました。

勝ブランドは、岡山県立大学と共同開発した新商

品『ステーショウオウナリー』の文房具を初お披露

目いたしました。

こども起業塾からは、合宿で自分たちが企画した

商品を事業者さんにご協力いただき商品化し、値付

けから販売促進の方法など、多くのことを学びまし

た。

当日は、対面での接客やお客さんとの会話も自分

たちで考えて対応しました。

早々に商品も完売し、子どもたちは達成感を味わ

うことができたのではないかと思います。

今年度の活性化事業の一つ『健康ラボ』からは、

色が変わる経口補水液を出展し、多くの方に体験し

ていただきました。

ご来場いただきありがとうございました。 勝央町介護予防事業

めざせ！いきいき地域活動通信
Vol.30

しょうおうサブレ

ステーショウオウナリー

１１月１３日にふれあいバスツアー＆意見交換会を開催しました。これは高齢者の外出手段について考えてもらう

きっかけとして６月に開催したところ、好評だったため、第２弾として開催したもので、約２０名の方に参加して

いただきました。

今回はふれあいバスのＡコースに乗車し、町内北部（植月・古吉野）、続いて南部（高取など）を回り、最後に

福祉センターに戻ってから意見交換会を開催しました。

参加者からは「もっと小回りの利く小さい車ならいいのに」「北部からだと帰りが不便」「年間でどれくらい

乗っているのか知りたい」「町内でも知らないところを回れてよかった」などさまざまな意見をいただくことがで

きました。

今後も高齢者の外出手段について住民の方と一緒に考えていくために様々な企画を考えていきたいと思います。

問い合わせ先　勝央町社会福祉協議会（担当：神田・加藤） ☎３８−２１６０

モ
ン
ゴ
ル
滞
在
４
日
目
 
ゲ
ル
で
の
一
夜

を
過
ご
し
た
一
行
は
 
ぬ
け
る
よ
う
な
晴
天

と
と
も
に
起
床
 
本
日
の
目
的
地
で
あ
る
ア

ル
バ
イ
ヘ
ü
ル
市
に
向
け
出
発
し
ま
す
 

現
地
の
言
葉
で
﹁
大
麦
の
大
草
原
﹂
を
意

味
す
る
同
市
は
 
ウ
ブ
ル
ハ
ン
ガ
イ
県
の
県

庁
所
在
地
で
 
同
国
の
最
も
中
心
的
な
場
所

の
一
つ
で
す
 
人
口
は
約
３
万
人
 
乗
馬
ス

ポ
ü
ツ
の
中
心
地
で
 
乗
馬
祭
が
毎
年
開
催

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
 

ぬ
か
る
ん
だ
道
な
ど
も
あ
c
て
 
現
地
へ

は
昼
過
ぎ
に
到
着
 
全
員
正
装
に
着
替
え
 

い
よ
い
よ
県
知
事
と
の
面
会
に
臨
み
ま
す
 

対
面
式
で
行
わ
れ
た
会
談
に
は
 
現
地
の

報
道
関
係
者
も
同
席
 
会
談
で
は
 
勝
央
町

と
ウ
ブ
ル
ハ
ン
ガ
イ
県
と
の
交
流
を
今
後
も

継
続
さ
せ
 
関
係
を
よ
り
深
化
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
 

そ
の
後
は
 
同
県
の
関
係
者
が
主
催
す
る

夕
食
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 
民
族
舞
踊
や

民
族
楽
器
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
 
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
c
て
い
ま
し
た
 

互
い
に
交
流
を
深
め
合
い
 
と
て
も
充
実

し
た
滞
在
４
日
目
と
な
り
ま
し
た
 

︵
勝
央
モ
ン
ゴ
ル
協
会
会
員
　
小
林
︶

勝
央
モ
ン
ゴ
ル
交
流
協
会
　
連
載
シ
リ
ü
ズ

〜
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
旅
〜

第
３
回
﹁
ウ
ブ
ル
ハ
ン
ガ
イ
県
知
事
と
の
会
談
﹂

県知事との会見のようす

民族舞踊のようす



ＴＥＬ：３８−０２７０
開館時間：10：00〜18：00（※入館は17：30まで）

ホームページ：http://museum.town.shoo.lg.jp

ＴＥＬ：３８−０２５０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：https://ilisod001.apsel.jp/lib.shoo/wopc/pc/pages/TopPage.jsp

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

おかやまファーマーズ・マーケット  ノースヴィレッジ
休 館 日：12／2〜31 休 館 日：12／2・9・12・16・23・27〜31

開園時間　9：00〜17：00
電話番号　３８−１２３４

休 園 日　12/3・4・10・11・17・18・24〜31

12月から２月は、冬季のためフリーマーケットは行いません。

暖かくなる３月から、開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

12月から２月は、冬季のためフリーマーケットは行いません。

暖かくなる３月から、開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

ファーマーズ朝市ファーマーズ朝市

ホームページ　http://www.alis-nv.com

2019.12月号2019.12月号 2019.12月号2019.12月号 2223

「むかしむかしあるところに、死体がありました。」

（青柳碧人 著／双葉社）

誰もがよく知る日

本の５つの昔ばなし

が、本格ミステリー

へと展開していく新

しい短編集です。

トリックやアリバ

イを読み解いていく

と、私たちのあの親

しみ深い正義のヒー

ローが、なんと悪人に？！

幼い頃から慣れ親しんできた昔ばなしとのギャッ

プを、大いに楽しむことができる、ミステリー作品

です。

・「三つ編み」

（レティシア・コロンバニ 著

齋藤可津子 訳／早川書房）

・「芥川龍之介家族のことば」

（木口直子 編／春陽堂書店）

・「戦国武士の履歴書−「戦功覚書」の世界−」

（竹井英文 著／戎光祥出版）

・「おおにしせんせい」 （長谷川義史 作／講談社）

・「子ども認知行動療法

怒り・イライラを自分でコントロールする！

親子でもひとりでもできる！」

（松丸未来 監修／ナツメ社）

・「グリドングリドン」

（宮西達也 作・絵／ひかりのくに）

◆年末年始休館のお知らせ

１２月２７日（金）から１月６日（月）までの期間、図

書館は休館します。本の返却は、返却ポストをご利

用ください。

児 童 書

一 般 書

【特別展示室・展示室・町民ギャラリー１・２】

・平成３０・令和元年度市町村立美術館活性化事業

第１９回共同巡回展

見て、感じて、遊ぼう！はんが遊園地

−府中市美術館の

ゆかいな創作版画コレクションより−

（開催中〜１２月１日）

○観覧料：一　　　　　　般 ５００円（４００円）

大学生・シルバー １００円引き

高 校 生 以 下　無料。

※シルバーは６５歳以上の人。（ ）内は２０人以上の団体料金。

勝央美術文

学館では、町

民ギャラリー

の間接照明の

改修工事を

１２月に行い

ます。１５年

間使用して古

くなった蛍光

灯が部品も廃盤になり修理できなくなったため、エ

コなＬＥＤ照明に全て取り替えることになりまし

た。１月からは明るい綺麗なライトで作品を鑑賞で

きるようになります。薄暗くて見え難くなった天井

の梁もまた美しい木目をご覧いただけると思いま

す。どうぞお楽しみに！

１２月２日（月）〜新年１月６日（月）まで、照明改

修工事ならびに展示替え、年末年始のため休館しま

す。

年明けは１月７日（火）から「第１６回ミマサカコド

モ絵画展」を開催します。

《年末年始休園日のご案内》
今月から２月末まで冬季のため、休園日が毎週火曜

日と水曜日になります。今年の年末は少し早く２４日
（火）からお休みになります。年始１月２日（水）から開
園します。よく園内にお散歩に来られる方、お買い物
に来られる方は特にお間違えないよう、お気を付けく
ださいね！
・１２月

３日（火）、４日（水）、１０日（火）、１１日（水）、
１７日（火）、１８日（水）、２４日（火）〜３１日（火）

・１月
１日（水）、７日（火）、８日（水）、１４日（火）、
１５日（水）、２１日（火）、２２日（水）、２８日（火）、
２９日（水）

《 新春イベント》
毎年恒例【新春イベント】を１月２日（木）、３日

（金）の２日間で開催します。
入口付近にて、温かい食べ物を用意して皆さんが来

られるのお待ちしております。また皆さんも参加でき
る餅つきも行います。つきたてのお餅は即売します。
杵つきのお餅はのびも最高！他にも子どもたちに人気
の射的もあります。令和になって初めてのお正月！

ぜひ、皆さんで遊びにお越しください！

《ホーススクール》

寒い冬だからこ

そ、外に出て乗馬

を初めてみません

か？

どんどん寒さが

増してきて、こた

つでミカンを食べ

るのが幸せな時期

になってきました。寒くなると私たちは外にでるのも

億劫になりますが…馬たちは寒さに強く、めちゃく

ちゃ元気です！寒いからこそ馬に乗って、体も心も一

緒にあったかくなりませんか？

まずはちょっとした運動をすると思って、「乗馬体

験＆園内散策」をしに来てください。乗馬体験＆園内

散策は、馬を直でふれあってもらい、実際に乗って

「進め」や「止まれ」の合図をだしたり、少しだけ

走ったりします。そして最後は園内を散策します。

指導員がしっかり教えるので、馬に全く乗ったこと

ない人でも大歓迎！まずは一度忍者ホーススクールに

足を運んで、馬たちに会いに来てください！！

・乗馬体験＆園内散策（約４０分）

対　象：小学校３年生以上

料　金：平日５，０００円　　土日祝６，０００円

【問い合わせ先】

琵琶湖忍者国際ホーススクール

３８−７５５８

今年も残りあとわずかですね。だんだん寒くなって
冬の季節、皆さん体調崩されてないですか？

私たちノースヴィレッジスタッフも寒さに負けず皆
さんが遊びに来るのを待っています。

今年１年もいろいろありました。イベントにはたく

さんの方に足を運んでいただき、楽しんでもらうこと
ができました。

来年もスタッフ一同頑張りますのでよろしくお願い
いたします。
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Crazy　October！Crazy　October！Crazy　October！
October was a crazy time for me! I was able

to go to two Danjiri festivals, Osaka, Kyoto,

and Nara. The Danjiri festivals were a lot of

fun. I was able to run through the streets of

downtown Tsuyama pulling the Danjiri for the

cheering crowds. 

I was fortunate enough to have one of my

friends from America come and visit me in

Japan. We met up in Osaka to see Doutonbori

and Osaka castle as well as eat Kushikatsu and

Takoyaki. After that we went to Nara to see

Todaiji temple, the size of it is massive. It was

the second time I was able to visit and it was

just as awe inspiring as the first time. In Kyoto I

was able to try matcha tiramisu it was delicious.

I also went to see Fushimi Inari for the first time.

I was amazed at how many gates there were, it

was much bigger than I imagined. I have had

many great adventures in Japan and I plan on

having many more. Hopefully I will be able to

write about skiing in Hokkaido later this year.

僕にとって１０月はとても「ク

レイジー」でした。だんじり祭

りへの参加や、大阪、京都、奈

良に行けたからです。

だんじり祭りはとても楽しかったです。多くの人で

賑わう津山市内をだんじりを引っ張ることができまし

た。

大阪では、アメリカから来た友だちと会うことがで

きました。道頓堀や大阪城に行き、串カツやたこ焼き

を食べました！

さらに奈良では東大寺を見学。行くのは２回目でし

たが、とでも荘厳な印象を受けました。

京都では、抹茶ティラミスを試食したり初めて伏見

稲荷大社に行きました。予想以上に大きく、多くの鳥

居にとても驚きました。

今回もとても楽しい旅となりました。これからも

もっと色んなところへ出かけたいと思います。

次回は年末に行く予定の北海道でのスキーのようす

をお伝えできればと思うので楽しみしておいてくださ

いね！ ※時間は変更になる場合があります。　※貸館によるイベントについては、主催者にお問い合わせください。

チケット販売・問い合わせ先

勝央町教育委員会教育振興部（勝央町公民館）　☎３８－１７５３

■宝くじ文化公演
「森山良子コンサートツアー2019〜2020

Prime Songs アコースティックバージョン」
【日　時】】２０２０年２月２日（日）１５：３０開場 １６：００開演
【入場料】】全席指定（ ）内は当日料金

2，500円（3，000円）
【内　容】】一般財団法人自治総合センターの助成により「宝くじ文化

公演」を実施します。本年度は、森山良子さんをお迎えし
て、コンサートを開催します。

※この公演の入場料は、宝くじの助成により特別料金になっています。
※チケットは完売いたしました。

■開館15周年記念事業
「勝央金時太鼓コンサート『音の響宴Ⅱ』」【チケット好評発売中！】

【日　時】】２０２０年２月１６日（日）１３：３０開場 １４：００開演
【入場料】】全席指定（ ）内は当日料金

一　　　般　2，000円（2，500円）
高校生以下 １，000円（１，500円）

【内　容】】勝央金時太鼓によるマリンバとのコラボレーションコンサート。マリンバと３人の
打楽器奏者のために書かれた三木稔氏作曲の「マリンバ・スピリチュアル」をはじ
め、マリンバと和太鼓の響きをお楽しみください。

■令和元年度かつたっ子フェスティバル
【日　時】】２０２０年２月９日（日）
【入場料】】無料
【参加費】無料

■町民音楽祭〜合唱・邦楽部門〜
【日　時】】２０２０年２月２３日（日）
【入場料】】無料
【参加費】無料

■町民音楽祭〜フォーク・ロック部門〜
【日　時】】２０２０年３月８日（日）
【入場料】】無料
【参加費】無料

※詳細は、広報紙１月号に掲載予定。
※「令和元年度かつたっ子フェスティバル」「町民音楽祭〜合唱・邦楽部門〜」の詳細につきま

しては広報紙１２月号のチラシをご覧ください。
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勝央文化協会だより

■町社会福祉協議会へ
◇勝間田　妹尾　眞之（亡父　育三郎）

◇勝間田　鳥家　克子（亡夫　守）
勝間田老人クラブ、勝間田区ふれあいの会
にも

◇石　生　藤本　信枝（亡夫　亘）
河原石生老人クラブにも

◇植月北　鳥家　太三（亡父　住夫）

◇為　本　　田　　明（亡父　勝市）
高取老人クラブにも

◇植月北　三島　弘行（亡父　強）

◇植月中　永田　悦子（亡母　福田吉野）

◇豊久田　佐々木美好（亡母　好子）
豊久田下老人クラブ、豊久田下地区にも

◇　岡　　武田　誠司（亡母　青井幸子）
岡老人クラブ、岡ふれあいの会にも

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）
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２０１９年４月１日時点で老齢・障

害・遺族基礎年金を受給している方

で、年金生活者支援給付金を受け取れ

る方には、２０１９年９月上旬から順次、

日本年金機構から手続きのご案内をお

送りしています。

２０１９年４月２日以降に老齢・障害・遺族基礎年金の

受給を始める方は、年金の裁定請求手続きを行う際に、

あわせて年金生活者支援給付金の認定請求の手続きを

行ってください。

年金生活者支援給付金を受け取るには、年金生活者

支援給付金請求書の提出が必要です。

必要事項をご記入の上、早めに返送をお願いします。

年金生活者支援給付金の初回の支払いは２０１９年１２

月中旬となります。

詳細・問い合わせ先

年金加入者ダイヤル（☎０５７０−００３−００４）

津山年金事務所（☎３１−２３６０）

勝央町役場税務住民部年金担当（☎３８−３１１６）

「年金生活者支援給付金制度」が
はじまりました。

国
民
年
金

だ
よ
り
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c
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b
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o
m

「
ス
ポ
ク
ラ
勝
央
」だ
よ
り
Vol.20

な
く
柔
軟
性
や
腹
筋
力
の
低
い
方
が
多

く
 
体
力
の
維
持
や
増
進
に
関
心
を

持
c
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
 

◆
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ü
シ
ç
ン
◆

▼
日
　
時

１２
月
１４
日
︵
土
︶

午
後
６
時
 
午
後
７
時
ま
で

▼
会
　
場

１２
月
１４
日
に
勝
央
町
公
民
館
で
 
イ

ル
ミ
ネ
ü
シ
ç
ン
の
飾
り
付
け
と
点
灯

を
行
い
ま
す
 

ホ
ü
ル
で
は
コ
ン
サ
ü
ト
を
午
後
６

時
か
ら
開
催
 
出
演
者
は
フ
©
ü
ク
ソ

ン
グ
ギ
タ
ü
教
室
の
皆
さ
ん
と
春
名
さ

や
さ
ん
で
す
 
飾
り
付
け
は
午
前
９
時

 
１２
時
ま
で
行
い
ま
す
 

ま
た
 
ス
ポ
ü
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
こ
の

お
手
伝
い
を
一
緒
に
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
 
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
 

trick or treatラリーのようす

片片片



子育ての

ヒント
第213号

未来 ち主役の
た

プ

あ
と
が
き

ロ
の
技
を
学
ぶ
！「
和
菓
子
の
実
技
講
習
」

勝
間
田
高
校

勝
間
田
高
校
食
品
科
学

科
の
２
年
生
が
 
御
菓
子

司
板
屋
さ
ん
か
ら
専
務
の

福
島
康
人
さ
ん
を
お
招
き

し
て
和
菓
子
づ
く
り
の
講

習
を
受
け
ま
し
た
 
講
習

で
は
福
島
さ
ん
が
和
菓
子

の
練
切
の
実
演
を
披
露
し

て
く
だ
さ
り
 
芸
術
的
な

プ
ロ
の
技
に
生
徒
た
ち
も

目
を
見
張
る
ば
か
り
で
し

た
 
ま
た
 
実
技
講
習
と

し
て
本
校
自
家
製
の
味
噌

を
使
c

た
﹁
味
噌
ま
ん

じ
�
う
﹂
の
作
製
を
ご
指

プロの技に釘付け

に
﹁
な
る
ほ
ど
﹂ 
そ
し
て

答
弁
に
﹁
な
る
ほ
ど
﹂
と
 

町
の
予
算
を
使
い
活
動
を
す

る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
 
ま
た
 
模
擬
投
票
で

は
議
会
の
役
割
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
後
 
立
候
補
者
の

選
挙
演
説
を
聞
き
投
票
を
し

ま
し
た
 
そ
し
て
全
員
で
公

民
館
に
戻
り
 
開
票
作
業
を

行
い
ま
し
た
 
開
票
の
結
果
 

な
ん
と
び
c
く
り
！
上
位
２

名
の
票
数
が
並
び
ま
し
た
 

︵
同
票
の
と
き
の
扱
い
に
つ

い
て
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
︶
こ
の
取
り
組
み
を
通

し
﹁
勝
央
町
の
未
来
﹂
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
 ﹁
一
票

の
重
み
﹂
に
つ
い
て
も
考
え

る
き
c
か
け
と
な
り
ま
し
た
 

自己肯定感の
強い子に育てる

自分自身の存在を長所だけではなく、短
所も含めて肯定する気持ちを『自己肯定
感』と言います。
「勉強ができるから」とか、「優しいから」
とか、「褒められるから」とかではなく、走
るのが遅くたって、泣き虫だって、それで
も、いい。『自分には、生きる価値があって
自分は愛されている。誰かに必要とされて
いる。』と、思える感情を『自己肯定感』と
いいます。
自己肯定感の強い子を育てるためには

「無条件に愛情を伝える」ということです。
愛情を伝えるには言葉に出すことが大事
です。「大好き」「愛してる」「かわいいね」
「生まれてきてくれてありがとう」「あなた
がいてくれてうれしい」という言葉に包ま
れて育った子どもは『自分は愛されている』
と思えるので自己肯定感が高くなります。
「見つめたり」「微笑みかけたり」「抱き
しめたり」「身体を撫でる」等、身体を使っ
て愛情表現をする場合は、言葉は必要では
ありません。
自己肯定感の強い子は自分に自信が

あって何事にも挑戦できる力を持って
いるのです。

（教育委員会）

そ
れ
で
も
苦
労
し
て
作
c
た
だ

け
に
 
き
れ
い
に
出
来
上
が
c

た
時
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
し

た
 勝

間
田
高
校
で
は
 
他
に
も

チ
§
ü
ン
ソ
ü
ア
ü
ト
や
作
州

絣
な
ど
の
社
会
人
講
師
や
地
元

の
企
業
や
農
家
等
で
の
見
学
会

や
実
習
な
ど
地
域
を
活
用
し
た

特
色
あ
る
教
育
を
推
進
し
て
い

ま
す
 
地
域
を
学
び
の
場
と
と

ら
え
て
活
用
す
る
﹁
勝
央
タ
ウ

ン
キ
ã
ン
パ
ス
﹂
と
し
て
 
毎

年
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ

り
 
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
 

▼
今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
 

皆
さ
ん
に
と
c

て
は
ど
の
よ
う
な
１
年

だ
c
た
で
し
�
う
か
 

何
か
と
慌
た
だ
し
い
年
の
瀬
で
す
が
 

皆
さ
ん
お
元
気
に
 
そ
し
て
良
い
お
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
 

▼
写
真
は
 
豊
久
田
の
佐
々
木
幸
雄
さ
ん

宅
に
お
目
見
え
し
た
立
派
な
﹃
菊
﹄
で

す
！
﹁
千
輪
菊
﹂
と
い
う
そ
う
で
す
 
２

年
ほ
ど
前
か
ら
自
宅
で
栽
培
し
始
め
 
今

年
は
１１
月
に
見
頃
を
迎
え
ま
し
た
 

佐
々
木
さ
ん
に
よ
る
と
１２
月
上
旬
ま
で

楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
 

人　口１１，１０１人
（−１６）

男　５，３３８人
女　５，７６３人

世帯数 ４，５７７世帯
（−２）

※（ ）内は前月比

世帯数

と

人 口
令和元年１１月１日現在

広報 しょう
お
う

2
0
1
9

1
2
月
号

令
和
元
年
1
2
月
1
日
発
行

編
集
・
発
行
／
勝
央
町
役
場
総
務
部

〒
７
０
９
－４
３
１
６
岡
山
県
勝
田
郡
勝
央
町
勝
間
田
２
０１

蕁
０
８
６
８
－
3
8
－
3
1
1
1

蕭
０
８
６
８
－
3
8
－
3
1
2
0

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
:/
/
w
w
w
.to
w
n
.s
h
o
o
.lg
.jp

ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

28

導
い
た
だ
き
ま
し
た
 
一
見
簡

単
に
見
え
る
ま
ん
じ
�
う
作
り

で
す
が
 
実
際
に
や
c
て
み
る

と
な
か
な
か
上
手
に
あ
ん
を
包

む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
 

権
者
と
な
る
準
備
　
着
々
と

勝
央
中
学
校

有

模擬投票のようす

１０
月
２８
日
 
３
年
生
は
 

町
議
場
に
移
動
し
 
議
会
体

験
と
模
擬
投
票
を
行
い
ま
し

た
 
３
年
後
の
１８
歳
か
ら
は
 

有
権
者
と
な
り
ま
す
 
議
会

体
験
を
行
う
グ
ル
ü

プ
と
 

模
擬
投
票
を
行
う
グ
ル
ü
プ

の
２
班
に
分
か
れ
 
入
れ
替

わ
り
な
が
ら
体
験
し
ま
し

た
 
議
会
体
験
で
は
 
議
長

や
質
問
す
る
議
員
に
は
生
徒

代
表
が
な
り
 
実
際
の
答
弁

は
 
町
長
が
行
い
ま
し
た
 

質
問
内
容
は
 
町
の
活
性
化
 

エ
ネ
ル
ギ
ü
問
題
 
イ
ベ
ン

ト
活
動
に
よ
る
集
客
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
し
た
 
質
問
内
容

ゆ


